
家 族 で 展 覧 会 を 開 催

（ 2 0 0 3 , 2 0 0 7 , 2 0 0 9   早 良 美 術 館 る う ゑ

  2 0 0 5  　 バ ッ カ フ ェ 　 ペ ン タ グ ラ ム 　 ）

ク ロ ッ キ ー に つ い て

青 い 鳥 造 形 絵 画 教 室 助 手

・ 画 材 店 で 約 ５ 年 半 勤 務

・ 卒 業 後 、 求 人 広 告 の 会 社 で ４ 年 間 勤 務

九 州 産 業 大 学 芸 術 学 部 美 術 学 科 （ 油 絵 コ ー ス ） 卒 業

現 在

1 9 9 7 . 3

略 歴

愛 媛 県 松 山 市 在 住

1 9 7 4 年 　 生 ま れ

井 上 　 明 子
い の う え 　 あ き こ

あ き こ 絵 画 教 室

お う ち で 一 人 で お 絵 描 き や 工 作 す る よ り も 、
一 緒 に 楽 し み な が ら い ろ ん な 作 品 を
作 り ま せ ん か ？
幼 い 頃 に 創 作 の 喜 び に 触 れ て 、
ア ー ト に 親 し む 豊 か な 心 が 育 つ お 手 伝 い が
で き れ ば と 思 っ て い ま す 。

教 室 へ の 思 い 私 に つ い て

両 親 共 に 絵 を 描 い て い た の で 幼 い 頃 か ら
自 然 と ア ー ト に 触 れ る 機 会 が 多 か っ た で す 。
自 分 の イ メ ー ジ を 絵 に 表 し て い く 時 の 喜 び は
何 物 に も 代 え が た い も の が あ り ま す 。
い い 作 品 が 出 来 た 時 の 子 ど も た ち の 目 の 輝 き に
私 自 身 も 活 力 を も ら っ て い ま す 。

（ 福 岡 ）

2 0 0 3～

2 0 0 9
（ 松 山 ）

松 山 へ 転 居

2 0 1 0～ 家 族 で 展 覧 会 、 ク ロ ッ キ ー 会 を 開 催

（ 2 0 1 0   ギ ャ ラ リ ー キ ャ メ ル K  家 族 展

  2 0 1 1    同 ギ ャ ラ リ ー 　 グ ル ー プ 展

　 2 0 1 0 ~ 2 0 1 2   同 ギ ャ ラ リ ー 　 月 1 回 ク ロ ッ キ ー 会 を 主 催 ）

短 時 間 で 対 象 を 描 い た も の で す 。

限 ら れ た 時 間 で シ ン プ ル な 線 で 描 く こ と が 多 く

対 象 を 的 確 に と ら え る 練 習 に な り ま す 。

ク ロ ッ キ ー 会 を 主 催 し て い た 際 の ホ ー ム ペ ー ジ で す 。

詳 し く は
こ ち ら →

h t t p : / / c r o q u i s c r o q u i s .
w e b . f c 2 . c o m /



友 人 の 娘 に マ ン ツ ー マ ン で 約 ２ 年 間 、 絵 ・ 工 作 を 教 え て い ま し た 。

・ か ま ぼ こ 板 の 絵 を 描 く
・ 段 ボ ー ル で ガ チ ャ マ シ ー ン を 作 ろ う
・ ４ こ ま マ ン ガ を 描 く           e t c . .

目 の 前 で
か ま ぼ こ 板 の 絵 を

描 く 様 子 を
描 い た 作 品 が ,

「 第 2 4 回
か ま ぼ こ 板 の 絵

展 覧 会 」 で
奨 励 賞 に

な り ま し た

昨 年 か ら 、 夏 休 み ポ ス タ ー 制 作 と
ア ク リ ル 絵 の 具 を 使 っ た キ ャ ン バ ス 画 や 工 作 な ど を 教 え て い ま す 。

← 人 権 ポ ス タ ー

作 品 募 集 で 入 選 、

長 浜 ガ ラ ス ア ー ト の

商 店 街 イ ラ ス ト 募 集 で

2 点 入 賞 し ま し た 　 →

教 室 の

イ ン ス タ グ ラ ム ↓

そ の 他

2 0 2 1 年 愛 媛 大 学     ↑
W E B 昆 虫 展 の 　 　 　 →
サ イ ト の
メ イ ン ビ ジ ュ ア ル と
項 目 ペ ー ジ の
イ ラ ス ト を 描 き ま し た 　

趣 味 で 　 　 　 　 　 →
久 万 高 原 町 の
神 社 め ぐ り を し た 際 の
マ ン ガ を 少 し ず つ
描 い て い ま す

昨 年 、
行 政 書 士
事 務 所 の
冊 子 の マ ン ガ を
描 き ま し た

@ a k i k o _ k a i g a


